
はじめに 

 
草原は日本人の原風景であると同時に、地域産業の基盤、水源の涵養、生物多様性の保

全、CO2の固定化など、様々な公益的な価値を私たちに提供しています。このような生態

系サービスとそれらを支える生物多様性が維持されてきたのは、火入れや採草、放牧など、

人による利用と管理が長年続けられてきた結果です。しかし、これらの管理作業は常に危

険と隣り合わせであり、ここ数年間をみても、毎年のように火入れの延焼や人身事故が発

生しています。 
いうまでもなく、火入れは、草資源を管理し、集落のコミュニティを支え、また、草原

の景観や生物を守る上で不可欠で、とても大切な、しかも効果的な作業です。そこで、危

険が伴う火入れの作業をこれからも続けていくためには、事故や災害を起こさない仕組み

づくりや意識の醸成が求められます。 
 
 事故・災害防止の鉄則は「事前対策により事故・災害を予防し、危険をゼロにする」こ

とです。残念ながら現実には、事故・災害の発生には至らないまでも、危険が存在してい

るケースがたくさんあります。ところが、誰しも危ないことを経験してヒヤリ、ハッとし

たことがあるにもかかわらず、大事に至らなければ「ああよかった」とすぐに忘れてしま

うのです。 
重大事故が発生した際、その前に多くのヒヤリ・ハットが潜んでいます（*ハインリッ

ヒの法則）。「いつ、どんな状況で、どんなヒヤリ・ハットを感じたか」という情報を全員

でシェアすることは、極めて効果的な「災害防止対策」です。これらは、まだ目に見えて

いない「潜在的な危険」を知らしめ、体験していなくても、想像力を働かせばこの先どん

な危険が存在するかが察知できます。  
 
 草原の火入れの作業においても、あえて各個人が経験したヒヤリ・ハット情報を公開

し、共有することによって、重大な事故・災害の発生を未然に防止することが重要です。

全国草原再生ネットワークはこれまで様々な機会を通じて、火入れの鉄則は「人命第一」

であることを呼びかけてきました。本書を通じて、そのことを皆さんと再確認し、意識を

共有して火入れに伴うリスクを回避していくことを、改めて訴えたいと思います。 
このヒヤリ・ハット集が、重要な心得として火入れ作業やイベントの安全確保に役立つ

とともに、安全を積み重ねることで草原保全への社会的信頼が得られるよう心から願って

います。 
 
 

*ハインリッヒの法則は、「重大事故の陰に 29 倍の軽度事故

と、300 倍のニアミスが存在する」ということを示したもの

で、災害防止の基礎となっている。 
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